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新しい年を迎え、1 月 9 日（金）から 14 日

（水）にかけて、宇治の縣神社へ初詣に出かけま

した。

当日は天候にも恵まれ、澄んだ空気の中、皆さ

まそれぞれの思いを胸に、ゆっくりとお参りするこ

とができました。

縣神社は、地元では「あがたさん」の愛称で親

しまれ、商売繁盛のご利益でも知られています。

「今年は景気よく、みんな元気で過ごせますよ

うに」と願われる方や、ご家族の多幸を祈り、静

かに手を合わせられる姿が印象的でした。

1月6日（火）は、新年最初のティータイムとして、

ゆったりとしたソファが心地よい「コメダ珈琲店」へ

出かけました。

今回は、モンブランと濃厚なチョコレートケーキを

囲み、甘いひとときを楽しみました。「モンブランお

いしい、甘い」と笑顔で話されながら、皆さま楽しそ

うに召し上がっておられ、新年の始まりにふさわしい

和やかな時間となりました。

また、１月 20 日（火）には、「びっくりドンキー」

へ出かけました。

この日は、ふわふわのクリームとぷるぷるの大きなプ

リンがのったチョコレートパフェを召し上がっていた

だきました。量もたっぷりで、ゆっくり味わいながら

楽しまれ、お腹も心も満たされる幸せなひとときとな

りました。

2月誕生日の入居者様

吉村 昭子様

千葉 勲子様

藤原 美代子様

2月行事予定

・外食行事（喫茶）

・食事行事（ほか弁）

・季節行事（節分）

1月1日（木）・2日（金）に、お正月恒例の「書き初め」

と「福笑い」を楽しみました。

書き初めでは、皆さま背筋をピンと伸ばし、真剣な面持ち

で筆を走らせておられました。「賀正」「新年」など、一筆

一筆に思いを込めて丁寧に書き上げられる姿が印象的でし

た。

一方、福笑いでは前日の書き初めとは一転し、笑い声が絶

えない楽しい時間となりました。

目隠しをしながら「そこちゃうで！」「えらい顔になっ

た！」と声が飛び交い、完成した顔を見て皆さま大笑いされ

ていました。

「笑う門には福来る」の言葉通り、たくさんの福を呼び込

む、賑やかで楽しい新年の幕開けとなりました。



※本紙に掲載しております写真等につきましては、個人情報保護法に基づき、ご利用者等に掲載についての承諾を得ております。

また、一部、ご利用者の写真を加工、編集する場合がありますが、それはご利用者等の希望によるものです。

社会福祉法人 京都悠仁福祉会
グループホーム鳳凰槇島、複合型施設鳳凰槇島

＜ 鳳凰槇島理念 ＞

地域包括ケアのまちづくりに向けて、包括的・継続的な切れ目のないサービスを提供し、生活機能の維持回復

や、家族の負担軽減に努めます。グループのスケールメリットを活かし、医療ニーズの高い利用者や、看取りの支援

においても、思いやりの心を持って支援します。

武田病院グループホームページアドレス ：https://www.takedahp.or.jp/（本紙もご覧頂けます）

2月行事予定

・壁画制作（鬼）

・節分（昼食レク）

・外出行事（カラオケ）

1月 6日（火）から 14日（水）にかけて、新年の恒例行

事として縣神社へ初詣に出かけました。

期間中は天候にも恵まれ、ご利用者それぞれが一年の健康

や幸せを願い、心を込めて手を合わせてお参りされました。

参拝後には「今年も初詣に来られて良かった」「元気に過

ごせますように」といった声が聞かれ、皆さま穏やかな表情

で新年の良いスタートを迎えられました。

また、心身ともにリフレッシュできる一日となりました。

1 月 24 日（土）の午後、「パフェが食べたい！」というご

利用者様のリクエストを受け、「からふね屋珈琲」へお出かけ

しました。

当日は今季最長寒波が到来しており厳しい寒さでしたが、久

しぶりのパフェを前にすると、寒さを忘れたご様子で、笑顔で

召し上がっておられました。

色とりどりのパフェを召し上がりながら会話も弾み、「やっ

ぱり甘いもんはええな」「外で食べると余計おいしいわ」とい

った声も聞かれ、ゆったりとした時間を過ごされました。

帰り道では「また一緒に行くときは行こうな！」と話される

場面もあり、楽しいひとときを過ごすことができました。

１月の壁画制作は、今年の干支「午」にちなみ、折り紙で馬を制

作しました。ご利用者に好きな色を選んでもらい、干支の話やお正

月の話をしながら折ってもらい、顔も書いてもらいました。

また、お正月からご利用者様に手作り絵馬に願い事を書いていた

だき、廊下に作った複合型槇島神社に、折り紙の馬と一緒に飾り付

けをしました。カラフルな馬の折り紙と願いが詰まった絵馬で、と

ても明るく温かみのある壁画となりました。

2月誕生日のご利用者

棚池 一雄様

横野 森子様

三村 三重様

１月26日（月）は、毎月恒例の「お風呂の

日」レクリエーションとして、エモリカ風呂

を実施しました。

乳白色のお湯とやさしい香りに包まれなが

ら、「お肌がしっとりするね」「身体が温ま

って気持ちええわ」といった声も聞かれ、皆

さまゆったりとした表情で入浴を楽しまれて

いました。

寒さが厳しく、乾燥しやすいこの時期に、心

も身体もぽかぽかと温まり、癒しのひととき

となりました。


